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　生きている限
り避けて通れな
いのは、どんな
人でもいつかは
死ぬということ
です。アイヌの
人々はこの問題
についてどのよ
うに考えていたのでしょうか。世界の三大宗教といわ
れる仏教、キリスト教、イスラム教も人間は死ぬと生
前の行いにより、魂は極楽や天国または地獄に行くと
教えています。
　アイヌ民族の考え方では、そもそも至上神及び諸々
の神が、神々の住むあの世を参考にしてこの世を創造
し、そこへ平素の神々の姿を模倣して人間を誕生させ
ました。ただし、人間はこの世に住み、老いて死を迎
えると容器である肉体をこの世に残し、肉体にあった
霊魂はあの世に向かい、しばらくするとまたこの世に
戻り、母体から肉体を分けてもらって再び生まれ変わ
るというサイクルを繰り返します。そこに地獄は存在
しません。
　但し、生前、窃盗、殺人など悪行を働いた人々はポク
ナモシリ（pok－下 na－の方の mosir－国土）という草
木も生えず鳥も獣もいない不毛の地に追いやられると
いいます。世界の宗教と違うのは、ポクナモシリもあの
世の一部だということです。肉体が滅んでも魂は存在
し続けるという点では世界の宗教と共通していますが、
アイヌ的死生観では、人間の行き先は天上界であって、
下界のこの世とあの世の行き来を繰り返すことになりま
す。しかし、あの世に行って、またこの世に生まれ変
わるまでの時間は、生きている間の行いにより違うそう
です。行いが正しかった人は、あまり間をおかずに生
まれ変わってこの世に戻ってきますが、そうでなかった
人は生まれ変わりに時間がかかります。また、この世
に戻ってくる際には両親となる両家の祖先や神が推薦
する人物審査に合格しなければならず、その際もやは
り生前の行いがものを言います。これは動植物や物体
でも同じだそうです。生き物だけではなく、モノも生ま
れ変わるのです。現在SDGs（持続可能な開発目標）が
盛んに宣伝されていますが、モノの生まれ変わりはモ

ノのリサイクルと
言い換えることが
でき、時代の最先
端ということにな
ります。
　動植物も人間に
よる儀式で送って
もらった場合は、

自然死や事故死したものよりも生まれ変わりに時間が
かかりません。送りの儀式での祈りの言葉やあの世へ
のお土産としての供物は生まれ変わりの加点条件とな
るからです。前にも少しご紹介したことがありますが、
猟師を襲った羆

ひぐま

の額に鉈
なた

で傷をつけ、捕獲して送りの
儀式をしたところ、数年経って、同じ猟師が前に獲っ
た羆と全く同じ場所に傷のある羆を授かり、また数年
経って同じような羆を授かりました。アイヌの人々は
丁寧に送ってあげたので、自分たちに肉と毛皮を授け
るために同じ羆がすぐに生まれ変わってきてくれたの
だと信じたそうです。
　では、あの世とはどのようなところなのでしょうか。
一度死んで生き返ったアイヌの男性の話が残っていま
す。その人によれば、先が見えない暗いトンネルをずっ
と進むと奥に行くほど幅が狭まります。前方に出口ら
しき小さな光が見えたので進み続け、出口をやっと通
り抜けると、広々とした草原に家が点在し、家々から
は煙が立ち上っているという非常に美しい場所に出ま
した。そこには亡くなったはずの人々が暮らしていま
すが、そこの人々にはこの世から訪れた人の姿は見え
ません。犬だけが異界の人を見ることができるとのこ
とです。この話を伝えた実在の人物はそこで亡くなっ
た両親に会って話をしたといいます。両親は息子の供
養が十分でないために、肩身が狭いからなんとかして
ほしいと言ったそうです。仮死状態から生き返った男
性は、早速両親のためにアイヌ式の供養を執り行いま
した。アイヌの世界に限らず、似通った話は時々耳に
します。死んだら何もかもゼロになってしまうと考え
るのと、まだ先があると信じるのでは生き方自体に影
響を及ぼすほど大きな違いがあります。皆様は如

い か が

何お
考えでしょうか。
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